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大会運営管理         彭 春陽（淡江大学） 
五島慶一（日本・熊本県立大学） 
大会総合進行役（第１日）管 美燕 （台北城市科技大学／大会実行委員） 
（第２日）堀 竜一  （日本・新潟大学／大会実行委員） 
 
  ５月６日（金） 〔第１日目〕  会場 覚生国際会議庁（図書館１０階） 
 
13：30  受付開始   
14：00  ◇ 開会の辞           大会実行委員長        五島慶一 
     ◇ 会場校挨拶          淡江大学 学長        張 家宜 
14：15    ◇ 会長挨拶―今大会に寄せて     国際芥川龍之介学会会長    宮坂 覺 
 
14：30  【基調講演】 「村上春樹文学の魅力─台湾の視点から─」 
 曾秋桂 （淡江大学）  
 
15：30  （休憩） 
 
【研究発表Ⅰ】             司会  足立直子（日本・広島女学院大学） 









16：20  ◇ 研究発表②  「神々の微笑」における「キリスト教」 
―キリシタン史料との比較研究を通して― 
          香川雅子（日本・上智大学院生）                  
16：55  （休憩） 
 
【研究発表Ⅱ】                司会  高橋龍夫（日本・専修大学） 
17：10  ◇ 研究発表③  「わたしの孔子」―芥川龍之介の『論語』受容について―   
宮崎由子（日本・熊本学園大学付属高等学校） 
  
17：45  ◇ 研究発表④ 新プラトン主義の展望から見る芥川龍之介の芸術論  
Ferreiro Posse Damaso（日本・広島大学院生） 
  
（18：20  終了予定） 
 
18：45  ◇ レセプション(福格飯店 17 階宴会場)     
挨拶    林水福台湾支部長 
               会場校より 
 
  5月 7日（土） 〔第２日目〕  会場 驚声国際会議庁（驚声大楼 3階） 
 
（９：30 二日目受付開始） 
９：50    諸連絡 
 
 
【小特集①】芥川龍之介と〈中国〉     司会  張宜樺（台中科技大学） 
周芷冰（日本・関西学院大学院） 
 
9：55  ◇ 研究発表⑤  芥川の中国認識 
――「南京の基督」、「湖南の扇」を手がかりに―― 
  曲莉（中国・北京外国語大学） 
 
10:15  ◇研究発表⑥   南京というコンテキストから読む芥川の対中国観 
―「南京の基督」、「南京」を中心に―   
   謝銀萍（日本・国際基督教大学院生） 
10：35  研究発表⑤・⑥に対する質疑応答 
 
 
11：05  （休憩） 
 
 
【小特集②】芥川龍之介と谷崎潤一郎           司会 奥野久美子（日本・大阪市立大学） 
 
11：20  ◇ 研究発表⑦  
    芥川龍之介「南京の基督」と谷崎潤一郎「秦淮の夜」との比較研究     
    林茜茜（日本・早稲田大学院生） 
 
11：40  ◇ 研究発表⑧  
芥川龍之介「蜃気楼」論―谷崎潤一郎が目指した理想的な映画との比較 
柴田希（日本・早稲田大学院生） 
12：00  研究発表⑦・⑧に対する質疑応答 
 
12：30         （昼食休憩）         （※ 理事会） 
 
 
14：15  【大会特集】芥川龍之介と村上春樹     司会 坂元昌樹（日本・熊本大学） 
 
 ◇ 特集発表①  地震のあと―芥川龍之介と村上春樹の場合―  
 陳玫君（高雄第一科技大学） 
 
◇ 特集発表②   
                 〈共同幻想〉化する芥川龍之介と〈マス・イメージ〉化する村上春樹 
―吉本隆明の批評軸を通して 
       小澤純（日本・慶應義塾志木高等学校） 
14：55～15：30     質疑応答 
 
 
  （休憩） 
 
 【研究発表Ⅲ】            司会  落合修平（日本・明治大学院生） 
 
15：45  ◇ 研究発表⑨  芥川龍之介『河童』論 
―狂気の聞き手、その存在が示すもの― 
    奥田雅則（日本・関西学院大学院生）    
  
16：20    ◇ 研究発表⑩ 芥川龍之介の現代性─文章構成における近代の超克─  
      落合由治（淡江大学）   
 
 
16：55  閉会の辞      細川正義副会長（日本・関西学院大学） 








5月 8日（日） 〔第三日目〕  フィールドワーク 
 
花蓮タロコ峡谷（芥川「手帳（五）」の「台湾の山奥」）、映画「トロッコ」のロケ地、など見学。 
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○ 大会事務局 
  五島慶一 大会実行委員長（日 本  k-goto@pu-kumamoto.ac.jp） 
  彭春陽   大会実行委員 （会場校  083725@mail.tku.edu.tw） 
  
○ 本部事務局： 
〒113−0033 東京都文京区本郷１−26−３ 東洋学園大学  
グローバル・コミュニュケーション学部  
神田研究室（E-maiｌ： yumiknd＠ozzio.jp） 
 
